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編
集
後
記

新
年
を
祝
う

　

令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
諸

堂
御
本
尊
並
び
に
宗
祖
弘
法
大
師
を
拝

し
、、
檀
信
徒
の
皆
様
に
、
新
し
い
年
の

御
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年

に
あ
た
り
お
大
師
さ
ま
の
み
教
え
で
あ
る

即
身
成
仏
、
済
世
利
人
、
密
厳
国
土
の
理

想
を
現
実
に
生
か
し
人
間
本
来
の
尊
い
心

と
真
実
の
生
か
さ
れ
た
幸
せ
な
家
庭
と
、

元
旦

癸
卯

平
和
と
繁
栄

の
社
会
の
開

発
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま

す
。

修
正
会

　
﹁
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
﹂

　

年
頭
に
際
し
、
明
星
院
で
は
修し
ゅ
し
ょ
う
え

正
会
︵
新
春
初
祈
祷
︶
を
勤
め
ま
す
。

　

修
正
と
は
、﹁
こ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
省
み
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持
ち
で
正
し
く
事
に
当

た
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
大
師
さ
ま
は
、
正
し
く
事
に
当
た
り
成
功
す
る
た
め
に
必
要
な
三
つ
の
条
件
、﹁
三さ
ん
り
き力

﹂
の

教
え
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
自
分
が
努
力
す
る
こ
と
で
す
。
努
力
せ
ず
に
成
功
し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
釈
迦
様
の
弟
子
へ
の
最
後
の
言
葉
も
﹁
汝
ら
努
力
せ
よ
﹂
の
一
言
で
し
た
。
努
力
は
人
生
の

す
べ
て
の
基
で
あ
る
こ
と
を
深
く
心
す
べ
き
で
す
。

　

二
つ
目
は
、﹁
仏
心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
﹂
と
説
か
れ
ま
す
よ
う
に
、
仏
さ
ま
︵
如
来
︶
の

加
護
の
力
は
、
私
た
ち
す
べ
て
の
者
が
幸
福
で
あ
る
よ
う
に
と
、
大
き
な
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
照

ら
し
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
自
分
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
時
に
、
仏
さ
ま
を
心

の
中
で
念
じ
て
お
り
ま
す
と
、
ご
加
護
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
宇
宙
全
体
に
満
ち
満
ち
て
い
る
法
界
の
大
い
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

縁
を
生
み
出
し
、
量
り
知
れ
な
い
力
と
な
っ
て
自
分
の
思
う
こ
と
が
成
就
い
た
し
ま
す
。
ご
縁
に

感
謝
し
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
人
生
が
何
倍
に
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

お
大
師
さ
ま
は
、
こ
の
三
つ
の
条
件
が
揃
う
時
に
物
事
が
成
就
し
、
何
か
が
欠
け
る
と
失
敗
に

お
わ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
努
力
せ
ず
、
暴
飲
暴
食
し
、
遊
び
放
題
遊
ん
で
さ
と
り
を
開
い
た
と
い
う
例
は
古
今

東
西
広
し
と
い
え
ど
も
一
度
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
お
正
月
は
、
新
た
な
希
望
を
心
に
描
き
、﹁
三
力
﹂
を
日
常
生
活
の
指
針
と
し
て
、
自

他
共
に
喜
び
合
え
る
一
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

お
大
師
さ
ま
の
三
力

令
和
五
年

　

明
星
院
行
事
予
定
表

一
月
一
日
～
三
日

　

修
正
会
・
新
年
初
祈
祷

一
月
二
十
九
日

　

開
運
厄
除
祈
願
節
分
星
祭

三
月
十
九
日

　

大
師
堂
・
御
影
堂
開
眼
供
養

三
月
二
十
一
日

　

春
季
彼
岸
会

八
月
上
旬

　

お
盆
勤
め

八
月
十
三
日

　

う
ら
盆
施
餓
鬼
会

九
月
二
十
三
日

　

秋
季
彼
岸
会

十
月
二
十
二
日

　

大
師
堂
・
御
影
堂
落
慶
法
要

十
二
月
十
日

　

赤
穂
義
士
討
入
り
大
祭

☆
︹
護
摩
に
座
す

仕
事
始
め
の
匠
た
ち
︺

☆
昨
年
は
、
一
年
を
通
じ

て
被
爆
樹
の
イ
チ
ョ
ウ
が

数
多
く
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
因
み
に
、
羅
列
す
る

と
、
朝
日
放
送
﹁
サ
ン

デ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！
﹂
全
国

放
送
８
／
７
、
広
島
Ｔ
Ｖ

﹁
テ
レ
ビ
派
﹂、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
﹁
お
好
み
ワ
イ
ド
﹂、

毎
日
新
聞
１
／
８
、
中
国

新
聞
２
／
２
３
、
産
経
新

聞
夕
刊
近
畿
地
方
版
４
／

２
０
、
月
間
住
職
８
月

号
、
六
大
新
報
８
／
１
５

号
、
中
国
新
聞
セ
レ
ク
ト

１
２
／
２
で
す
。
数
多
く

の
参
拝
者
が
、
感
慨
深
く

説
明
板
を
見
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

☆
六
日
よ
り
寒
に
入
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
自
愛
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

瑜祇塔 多宝塔 弥勒菩薩 金剛薩埵

結縁五鈷杵 同行二人額 遍照殿額

　

一　

以い

が我
功く

ど
く
り
き

徳
力
（
自
分
の
努
力
す
る
力
）

　

二　

如に
ょ
ら
い来

加か

じ

り

き

持
力
（
仏
さ
ま
の
加
護
の
力
）

　

三　

乃ぎ
ゅ
う
い以

法ほ
う
か
い
り
き

界
力（
宇
宙
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
縁
の
力
）
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同同行行二二人人額額

　　修行大師頭上に
　　掛ける木製額

奉納料　１０万円

（５万円×２口）×２

修行大師
荘厳具

結結縁縁五五鈷鈷杵杵

弘法・修行両大師と
参拝者を結縁する仏具

奉納料　２０万円

（５万円×４口）

十十二二大大弟弟子子  双双幅幅

弘法大師の十二人の弟子像

奉納料　１０万円

（５万円×２口）×２

四四獣獣神神額額  ４４枚枚

　御影堂の東西南北（四方）を
　守護する龍虎亀鳳凰 ４枚

奉納料　２０万円

（５万円×４口）

釣釣灯灯篭篭  一一対対

　　弘法大師御影の
　　両横に掛ける灯篭

奉納料　５万円

（５万円×１口）×２

釣釣灯灯篭篭  ((小小））

２６期

奉納料　１万円

（１万円×１口）×２６

奉納料　１０万円

（５万円×２口）×２

入入定定大大師師御御影影

御影堂荘厳具

　奥の院に入定され８７年後に
　扉を開いた時のお姿

奉納料　５０万円

（５万円×１０口）

御御宝宝号号掛掛軸軸  ２２本本

南無大師遍照金剛の掛軸

弥弥勒勒菩菩薩薩像像
（（松松本本明明慶慶造造））

 釈迦入滅後５６億７千万年後に
 この世に現れる未来仏

奉納料　１5０万円

（５万円×３０口）

奉納料　３０万円

大師堂荘厳具

奉納料　３０万円

（５万円×６口）

大師堂入口に掛ける木製額

遍遍照照殿殿額額 天天蓋蓋

　　弘法大師の頭上に
　　かざされる傘上の仏具

奉納料　３０万円

（５万円×６口）

金金剛剛薩薩埵埵像像
（（松松本本明明慶慶造造））

弘法大師に印と真言を授けた
とされる真言宗付法第二祖像

奉納料　１5０万円

（５万円×３０口）

多多宝宝塔塔

瑜瑜祇祇塔塔

　　弘法大師の右側に安置し
　　胎蔵界大日如来を祀る

奉納料　３０万円

（５万円×６口）

奉納料　5０万円

（５万円×１０口）

いいろろはは４４７７文文字字襖襖
６６枚枚

五五十十音音文文字字襖襖
６６枚枚 　　弘法大師の左側に安置し

　　金剛界大日如来を祀る

奉納料　5０万円

（５万円×１０口）

奉納料　１０万円

（５万円×２口）

勅勅額額

　　昭和天皇御筆の
　『弘法』の木製額

奉納料　１5万円

（５万円×３口）

弘弘法法大大師師御御詠詠歌歌

第一番～第三番

（５万円×６口）

　　愛染明王切り絵像

 御所にて帝と各宗高僧の
 前で即身成仏した姿

八八宗宗論論大大師師額額

不不動動明明王王
切切りり絵絵像像

弘法大師の右横に祀る

奉納料　５万円

（５万円×１口）

弘弘法法大大師師行行状状
絵絵詞詞伝伝額額  ２２枚枚

奉納料　１０万円

（５万円×２口）×２

奉納料　３０万円

（５万円×６口）×２

　　弘法大師の生涯を
　　描いた額

愛愛染染明明王王
切切りり絵絵像像

奉納料　５万円

（５万円×１口）

弘法大師の左横に祀る

奉納料　５万円

（５万円×１口）

御御遺遺告告額額

　　弘法大師が弟子に
　　残された遺言の額

八八大大高高祖祖額額  ２２枚枚

　　真言宗を伝えた
　　八人の高祖奉納額

奉納料　１０万円

（５万円×２口）×２

　　　不動明王切り絵像

弘
法
大
師
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
記
念

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
山
大
師
堂
・
御
影
堂
の
建
立
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
並
々
な
ら
ぬ
ご
勧
進
を
賜
り
、
昨
年
一
月

二
十
一
日
地
鎮
祭
・
六
月
二
十
一
日
上
棟
式
を
終
え
、

諸
工
事
も
順
調
に
進
み
、
設
計
通
り
堂
々
た
る
偉
容

を
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
材
不
足
や
資
材
高
騰

等
に
悩
ま
さ
れ
ご
心
配
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
愈
々

竣
工
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
本
年
は
真
言
宗
宗
祖
弘
法
大
師

空
海
御
誕
生
千
二
百
五
十
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
こ
の
た
び
の
被
爆
焼
失
し
た
大
師
堂
の
再
建

に
よ
り
ま
し
て
、
、
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
続
い
た

当
山
普
請
事
業
は
、三
代
の
住
職
（
二
十
六
世
智
明
・

二
十
七
世
龍
生
・
二
十
八
世
恵
生
）
が
七
十
七
年
間

を
費
や
し
ま
し
た
が
、
成
就
結
願
と
相
成
り
ま
す
。

そ
の
間
幾
た
び
か
の
試
練
を
経
な
が
ら
も
ご
本
尊
様

お
大
師
さ
ま
の
ご
加
護
と
檀
信
徒
の
皆
様
方
の
お
力

添
え
の
賜
物
と
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
記
念
の
年
に
当
た
り
、
皆
様
方
と
当
山
の
信

仰
の
き
ず
な
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
左

記
の
通
り
大
法
要
を
厳
修
し
、
意
義
深
い
年
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
当
日
の
ご
参
拝
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

　

一
、
日
時　

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
（
日
）

　

一
、
道
場　

本
堂
並
び
に
大
師
堂

　

一
、
法
要　

大
師
堂
・
御
影
堂
落
慶
大
法
要

※
大
師
堂
は
、
落
慶
法
要
に
先
立
ち
三
月
十
九
日
に

開
眼
供
養
を
執
行
し
、法
事
等
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

大
師
堂
・
御
影
堂
落
慶
大
法
要



第 61 号　　　　　　　　　　　          　明　星　院　だ　よ　り  　　　　　　　　　令和 5 年 1月 1日　(4)(3)　令和 5年 1月 1日 　　　　　　　　 明　星　院　だ　よ　り　　　　 　　  　　 　  　　　 　　第 61 号

墓
地
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
諸
般
の
事
情
で
お
墓
を
購
入
予
定
の
な
い
方
、
墓
じ
ま

い
を
お
考
え
の
方
の
為
、
大
師
堂
内
に
納
骨
壇
を
二
十
六
基
設
置
致
し
ま
す
。　

永

代
使
用
の
納
骨
壇
は
、仏
壇
形
式
に
な
っ
て
お
り
上
部
が
本
尊
様
と
位
牌
（
過
去
帳
）

を
祀
り
、
下
部
の
棚
に
納
骨
や
遺
品
・
写
真
等
を
収
納
で
き
る
様
設
計
さ
れ
、
木
製

で
う
る
し
系
顔
料
仕
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
大
師
さ
ま
の
膝
元
に
左
右
十
三
基

ず
つ
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当
山
事
務
所
ま
で
。

大
師
堂
・
御
影
堂
新
築
事
業

　

寄
進
者
御
芳
名

大
師
堂
に
納
骨
壇
を
設
置

永
代
使
用
募
集
中

十
万
円

　
　
　

河
野　

禮
二

　
　
　

橋
本　

敏
正

五
万
円

　
　
　

西
尾　

多
鶴
子

　
　
　

仲
西　

ジ
ー
ン
・
ペ
タ
ー

三
万
円

　
　
　

藤
原　

比
去
広

　
　
　

守
矢　

好
美

密
壇
一
式

　
　
　

長
迫　

博
子

瓦
奉
納
者
者
御
芳
名

秋
田　

康
次　
　
　
　

五
枚

明
智　

智
子　
　
　
　

五
枚

浅
井　

泰
雄　
　
　
　

五
枚

浅
野　

久
子　
　
　
　

一
枚

石
原　

一
夫　
　
　

二
十
枚

大
西　

寛　
　
　
　

三
十
枚

岡　
　

照
志　
　
　
　

一
枚

河
崎　

三
樹　
　
　
　

五
枚

河
野　

憲
治　
　
　
　

五
枚

河
野　

英
雄
・
い
づ
み　
　

五
枚

小
林　

敬
範　
　
　
　

五
枚

坂
本　

裕
亮　
　
　
　

五
枚

笹
岡　

正　
　
　
　
　

五
枚

澤
田　

襄
亨　
　
　
　

一
枚

志
摩　

晶
子　
　
　
　

五
枚

下
田　

秀
子　
　
　
　

五
枚

巢
守　

志
子　
　

二
十
五
枚

武
枝　

貞
之　
　
　
　

一
枚

玉
利　

龍
雲　
　
　
　

一
枚

玉
利　

美
保　
　
　
　

一
枚

玉
利　

謙
志
朗　
　
　

一
枚

玉
利　

陽
之
介　
　
　

一
枚

玉
利　

瞭
之
介　
　
　

一
枚

橋
本　

清
孝　
　
　
　

一
枚

橋
本　

健
治　
　
　
　

五
枚

平
野　

公
正　
　
　
　

五
枚

桧
田　

明　
　
　
　
　

十
枚

桧
田　

幸
子　
　
　
　

十
枚

藤
井　

孝
子　
　
　
　

二
枚

藤
井　

良
太　
　
　
　

二
枚

藤
井　

聖
子　
　
　
　

二
枚

藤
井　

参
太　
　
　
　

二
枚

藤
井　

夢
菜　
　
　
　

二
枚

藤
井　

孝
太　
　
　
　

二
枚

野
影　

耀
太　
　
　
　

二
枚

諫
早　

愛
子　
　
　
　

二
枚

松
浦　

幹
夫　
　
　
　

五
枚

三
須　

光　
　
　
　
　

二
枚

吉
田　

茂　
　
　
　
　

五
枚

修
行
大
師
と
の
結
縁
の
お
勧
め

　

大
師
堂
正
面
に
新
し
く
お
迎
え
す
る
修
行
大
師
像
は
、
日
本
を

代
表
す
る
庵
治
石
の
石
匠
坂
本
英
之
師
が
一
刀
三
礼
に
て
彫
り
上

げ
た
石
像
で
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
勧
請
に
際
し
、
是
非
と
も

尊
い
仏
縁
を
結
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
施
主
名
、
願
意
を
浄
書
し
、
祈
願
後
は
修

行
大
師
が
首
か
ら
掛
け
る
頭
陀
袋
の
中
に
入
れ
て
永
く
御
守
護
い

た
だ
き
ま
す
。

　

結
願
料
は
、
一
口
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

願
意

○
○
家
先
祖
代
々
菩
提　
　

戒
名
供
養

家
内
安
全　

商
売
繁
盛　

学
業
成
就　

良
縁
成
就

子
孫
繁
栄　

身
体
健
全　

病
気
平
癒　

交
通
安
全

安
産
成
就　

子
授
成
就　

除
災
招
福　

心
願
成
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

（例）

　

こ
の
た
び
大
師
堂
の
荘
厳
具
の
慎
重
を
発
願
し
一
人
で
も
多
く

の
方
か
ら
ご
賛
同
賜
り
、
お
大
師
さ
ま
と
ご
縁
を
結
ん
で
い
た
だ

き
た
く
、
こ
こ
に
荘
厳
具
寄
進
の
ご
案
内
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
趣
旨
ご
理
解
の
上
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
寄
進
頂
き
ま
し
た
方
は
、
芳
名
板
に
氏
名
を
明
記
し
て
堂
内

に
掲
示
い
た
し
ま
す
。

　

荘
厳
具
ご
奉
納
料
は
、
各
々
一
口
五
万
円
か
ら
と
な
り
ま
す
。

荘
厳
具
奉
納
の
ご
案
内

勅　　額


